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令和５年度 第１回 有玉小学校 学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  ２０２３年 ５月１０日（水） １０時００分から１１時１５分まで 

２ 開 催 場 所  有玉小学校 第２学習室 

３ 出 席 委 員  岩井 正次、竹内 有徳、山本恭子、太田 克美、中村 佐佳恵 

北出 勉、高林 愛子 

４ 欠 席 委 員  今宿 康一、萩原 優樹 

５ 学    校  飯島 美智子（校長）、鈴木 啓二（教頭）、古橋 麻紀子（主幹教諭） 

竹内 貴子（ＣＳディレクター） 

６ 教育委員会  鈴木 陽子（教育総務課） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 竹内 貴子 

９ 会長の選出及び副会長の指名 

   司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、竹内委員から岩井委員を会長に推挙する 

旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長に選任された岩井委員から、萩原委 

員を副会長に指名する旨の報告があった。 

10 議長の選出 

   司会から議長の選出について委員に意見を求めたところ、司会から岩井会長を推挙する旨の発言が 

あり、全員異議なくこれを承認した。 

１１ 協議事項 

   （１）令和５年度学校運営方針について 

   （２）いじめ防止等のための基本的な方針について 

   （３）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

１２ 報告 

   （１）学校支援活動について 

 

１３ 会議記録 

   司会から、委員総数９人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立している旨の 

報告があった。 

 

 （１）令和５年度学校運営基本方針について 

    議長の指示により、校長から、資料に基づき学校運営基本方針について説明があり委員からは、以 

下の発言があった。 

   ・この方針は、保護者へも渡しているのでしょうか。（岩井会長） 

→（校長より）はい、そうです。これから保護者へ配布します。 

・子供たちみんなでやる活動に、『縦割り清掃』がありますが、この他に縦割りで行う活動は、今年度

ありますか。（高林委員） 

 

  →（主幹教諭より）６月中に、１年生から６年生で、縦割りグループを編成します。２学期以降で３回ほ

ど授業の時間に、『なかよしグループ遊び』というものを、今年は行いたいと考えています。６年生の
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リーダーを中心として、グループの子供たちと相談をしながら遊びの内容を考え、異学年とのふれ

あいの時間を設定しておりますので、その様子をお伝えできればと思います。 

 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２）いじめ防止等のための基本的な方針について 

  議長の指示により、主幹教諭から、別紙資料に基づき、いじめ防止等のための基本的な方針について 

説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

 

 ・過去にこの学校でどういういじめがあったか、教えていただけますか。（竹内委員） 

 

 →（主幹教諭より）いじめの定義は難しいですが、昨年度は、友達同士のトラブルで、いくつか「からかい」 

が多かったです。その中で、いじめとして認定した件も数件ありました。すべての件で学校体制で対応を進

め、解決に向かっています。 

 

 ・低学年と高学年では、いじめの仕方も多少変わってくるのではないか。どこからがいじめか、ということ 

の判断は、大人でも難しいところがある。先生方も大変だと思う。（竹内委員） 

 

 →（主幹教諭より）日々の生活の中で、いじめを許さない雰囲気、お互いに助け合うという学級の土壌作り

は、こちらで積み重ねていかないといけないと思っています。子供たちへの寄り添いと、保護者への状

況説明も丁寧にしていきたいと思っています。 

 

 ・ありがとうの活動は、すごくいいと思うので、続けていただきたいと思う。（中村委員） 

 ・いろいろな保護者もいる中で、先生方が個々に対応されているのは、先生方のメンタルも大変だと思う。

（北出委員） 

 

 →（教頭より）何かあったらすぐ先生方と情報共有をするようにしています。担任だけの負担にするのでは 

なく、できるだけ組織でやっていこうとしています。 

 →（校長より）学校全体で共有しようとしています。個ではなくチームで対応していくことが大切だと思いま 

す。 

 ・私たち大人の年代によって、いじめへの考え方が違う。年代の考え方のギャップを変えるということも課 

題だと思う。卒業したての子供たちに聞いてみるのもいいと思う。「あのとき○○されて、実は嫌だったん 

だ。」という話しも聞くことができるかもしれない。（岩井会長） 

 ・個人の価値観の違いで、友人との確執が出ると思う。人間関係のやりとりの中で、顔は笑っているけれ 

ど、本心は心が痛いと感じている子もいる、ということもプラスで伝えて頂けると有り難い。（高林委員） 

 ・先生方が、きちんとした方針を持って指導してくださっているようなので、安心はしている。（山本委員） 

 ・テレビの影響もあるのではないか。（太田委員） 

 ・いじめについては、大変さを認識しながら、運営協議会としても、できることは、協力していきたい。（岩井 

会長） 
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 協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 

（３）夢育やらまいか意見書について 

   議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき、夢育やらまいか意見書について説明があった。 

 

 協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

１２ 報告 

  （１）学校支援活動について（高林委員） 

   議長の指示により、学校支援コーディネーターから、昨年度からのコミュニティ・スクールの活動の説 

明があった。 

   ・昨年４月からコミュニティ・スクールが始まりました。１０月に３年生が、街中探検を行いました。１１月 

に６年生にボランティア団体名を募集し、投票で「ありサポ」に決まりました。１月に１年生が「昔の遊

び」を体験しました。２月には、６年生にゲスト講師の授業を行いました。今年の４月から、職員室廊下

の掲示板にコミュニティ・スクールの活動掲示板を作り、ボランティアの方々と作成中です。コミュニテ

ィ・スクールの活動報告や、これから募集したい内容を掲示していきたいと思っています。４月に、さく

ら連絡網で、ボランティア募集を発信しました。その後、それを見た方々から、ボランティアの希望が来

ています。また、ＰＴＡの活動報告も載せていきたいと思います。中村委員と「よみきかせボランティア」

再開についても活動していきたいです。また、今後、ボランティアをしていただく際に、心得を決めた上

でやっていきたいと思います。何か良い意見がありましたら、私までお寄せください。 

 

その他報告事項 

議長から、次回会議は、令和５年６月２０日（火）１０時００分から会議室で開催する旨の報告があった。 

次回の議長の選出について、岩井会長から北出委員を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承

認した。 


